
－ 2－平成26年６月27日

　
両
給
付
金
と
も
に
給
付
の
対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
６
月
27
日(

金)

に
申
請
書
類

を
送
付
し
ま
す
。
受
給
を
希
望
す
る
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
自
身
が
給
付
対
象
者
と
見
込
ま
れ
る
人
で
、
７
月
10
日(

木)

を
過
ぎ
て
も
申
請
書
類

が
届
か
な
い
場
合
は
、
担
当
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ど
ち
ら
か
一
つ
の
給
付
金
で
す
。
　

■
給
付
対
象
者

　
平
成
26
年
度
市
民
税(

均
等
割)

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
。
た
だ

し
、
次
の
場
合
は
除
き
ま
す

・
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親

　
族
、
控
除
対
象
配
偶
者
、
配
偶

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金 (

給
付
要
件)

　
者
特
別
控
除
に
お
け
る
配
偶
者
、

　
青
色
事
業
専
従
者
、
白
色
事
業

　
専
従
者

・
生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど

■
給
付
額

・
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万

　
円 

・
次
の
《
加
算
対
象
者
》
は
１
人

　
に
つ
き
５
千
円
を
加
算

《
加
算
対
象
者
》

①
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給

者
な
ど

※
26
年
３
月
分
の
受
給
権
が
あ
り
、

４
月
分
ま
た
は
５
月
分
の
年
金
の

受
給
者
が
対
象
で
す
。

②
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者

手
当
な
ど
の
受
給
者

※
26
年
1
月
分
の
手
当
な
ど
を
受

給
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金 (
給
付
要
件)

■
給
付
対
象
者

　
次
の
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す

人①
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・
特

例
給
付(

※)

を
受
給
し
て
い
る

②
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所

得
制
限
限
度
額
未
満(

下
表
の
限

度
額
未
満
か
ど
う
か)

※
特
例
給
付
と
は
、
所
得
が
高
額

な
人
に
つ
い
て
、
児
童
１
人
あ
た

り
月
額
５
千
円
を
給
付
す
る
も
の
。

《
児
童
手
当
の
所
得
制
限
限
度
額
》

■
対
象
児
童

　
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・
特

例
給
付
の
対
象
と
な
る
児
童

※
26
年
１
月
１
日(

基
準
日)

に
生

ま
れ
た
児
童
も
対
象
。

※
基
準
日
時
点
で
中
学
生
の
児
童

は
、
実
際
の
申
請
・
給
付
時
に
中

学
校
を
卒
業
し
て
い
る
場
合
も
対

象
。

次
の
場
合
は
除
き
ま
す
。

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
な

　
る
児
童

・
生
活
保
護
の
受
給
者
と
な
っ
て

　
い
る
児
童
な
ど

■
給
付
額

・
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円 

扶養親族など
の人数

所得制限
限度額

０人 622万円

１人 660万円

２人 698万円

３人 736万円

４人 774万円
５人 812万円

給付対象者診断チャート

生活保護を
受けている

26年度の市民税は課
税されていますか

26年度の市民税が課税されて
いる人の扶養に入っている

臨時福祉給付金の対象者
となる可能性があります

給付対象では
ありません26年１月分の児童手当

などを受給していますか

子育て世帯臨時特例給
付金の対象者となる可
能性があります

2 5 年 中 の 所 得 は
制限額未満ですか

はい はい はい

はいはい

いいえ いいえ

いいえいいえいいえ
基準日は26年１月１日です。

厚
生
労
働
省

給
付
金
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

●
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ

　
自
分
に
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
、
ど
う
す
れ
ば
分

か
り
ま
す
か
。

　
例
え
ば
、
ご
自
身
の
給
与
明
細

書
の｢

住
民
税｣

の
項
目
に
課
税
額

が
あ
る
場
合
、｢

市
民
税
・
県
民

税
税
額
決
定
・
納
税
通
知
書｣

ま

た
は｢

給
与
所
得
等
に
係
る
市
民

税
・
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
の
決

定
通
知
書｣

が
届
い
て
い
る
場
合

QA

は
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
基
準
日(

１
月
１
日)

の
翌
日
以

降
に
市
外
に
引
っ
越
し
た
場
合
の

給
付
金
の
受
け
取
り
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。

　
今
回
の
２
つ
の
給
付
金
は
基
準

日
時
点
で
住
民
票
が
あ
る
市
町
村

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
な

申
請
方
法
や
申
請
期
間
は
、
基
準

日
時
点
で
お
住
ま
い
の
市
町
村
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
基
準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
や

亡
く
な
っ
た
人
は
給
付
金
の
対
象

に
な
り
ま
す
か
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
と
も
に
基
準

日
に
生
ま
れ
た
人(

児
童)
は
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
基
準
日
の
翌
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人(

児
童)

は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
基
準
日

か
ら
支
給
決
定
の
間
に
亡
く
な
っ

た
人(

児
童)

も
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

Q

Q

A

A



－ 3－ 第560号

生活再建住宅支援事業

区　　分 対　　象 割　　合

新　築
(借入限度額
    1,460万円)

半壊以上の、り災証明書を交付さ
れた人で民間金融機関などから借
り入れて新築する人

当初５年間の利子
(金利２％まで)

補　修
(借入限度額
　   640万円)

住宅金融支援機構、民間金融機関
などから借り入れて増改築、改修
する人

当初５年間の利子
(金利１％まで)

既往住宅債務
被災住宅の住宅ローンを有する人
で、新築、補修のために借り入れ
をした人

５年間の利子を
一括補助

１　利子補給補助金

　東日本大震災で被災した住宅の補修、改修および宅地復
旧工事に対して補助金を交付します。△

申し込み…都市計画課へ
※平成23年３月11日以降に工事を行った場合に補助の対
象となります。申請書、パンフレットは市のホームページ、
本庁舎総合案内、和賀庁舎民生係でご覧いただけます。

区　　分 対　　象 割　　合

補　修
半壊、一部損壊し、応急修理制度
を活用していない住宅で被災した
部分を補修する場合

２分の１(10万円
以上の工事。限度
額は30万円)

耐震改修
昭和56年以前の耐震基準を満たさ
ない住宅を現在の基準に適合させ
る場合

２分の１
(限度額は60万円)

バリアフリー
改修

床段差の解消や手すりの設置など
を行う場合

２分の１
(限度額は60万円)

県産材使用 
改修

県産材を積極的に使用する住宅
改修を行う場合

２分の１
(限度額は20万円)

２　被災住宅補修等工事費補助金

区　　分 対　　象 割　　合

被災宅地復旧 のり面の保護、地盤の補強などを
行う場合

２分の１(20万円
以上の工事。限度
額は200万円)

３　被災宅地復旧工事費補助金

区　　分 対　　象 ①床面積
②使用量 補助額

①バリアフリー
対応工事

評価方法基準の高齢者等配
慮対策等級３を満たす住宅

75㎡未満 40万円
75㎡以上

120㎡未満 60万円

120㎡以上 90万円

②県産材使用工
事 県産材を使用した住宅

10㎥以上 20万円
20㎥以上 30万円
30㎥以上 40万円

４　災害復興住宅新築工事費補助金

対象…半壊以上の、り災証明書を交付され、住宅をやむを
得ず解体して新築する人で以下の要件を満たすもの

問い合わせ　都市計画課　☎72-8277

給
付
ま
で
の
流
れ

■
申
請
期
間
…
７
月
１
日(

火)

～

　
10
月
１
日(

水)

■
申
請
方
法

①
申
請
書
を
入
手

　
両
方
の
給
付
金
と
も
に
給
付
の

対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に
、
そ
れ

ぞ
れ
申
請
書
類
を
郵
送
し
ま
す

(

申
請
書
類
が
届
い
た
人
が
、
必

ず
給
付
の
対
象
に
な
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い)

②
申
請
書
を
記
入

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
漏
れ
な

く
記
入
し
て
く
だ
さ
い

③
申
請
書
を
提
出

　
申
請
書
を
記
入
後
、
必
要
書
類

を
そ
ろ
え
、
申
請
期
間
内
に
市
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い(

返
信
用
封

筒
を
同
封
し
ま
す)

④
給
付
金
を
受
給

　
給
付
要
件
に
該
当
す
る
人
に
、

申
請
書
に
記
載
し
た
指
定
口
座
に

入
金
し
ま
す(

金
融
機
関
口
座
を
お

持
ち
で
な
い
人
に
限
り
現
金
給
付)

申
請
に
必
要
な
書
類

■
臨
時
福
祉
給
付
金

①
申
請
書

②
本
人
の
公
的
身
分
証
明
書(

運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど)

の
コ
ピ
ー

※
ご
家
族
の
人
が
代
理
で
申
請
を

行
う
場
合
は
、
代
理
の
人
の
身
分

証
明
書
も
必
要
で
す
。

③
預
金
通
帳
の
コ
ピ
ー(

金
融
機

関
・
支
店
名
、
預
金
種
類
、
口
座

名
義
人(

カ
ナ)

、
口
座
番
号
が
分

か
る
部
分
）

■
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

・
申
請
書

※
受
け
取
り
方
法
に
児
童
手
当
の

振
込
口
座
と
異
な
る
口
座
を
指
定

す
る
場
合
は
次
の
書
類
が
必
要
で

す
。

①
本
人
の
公
的
身
分
証
明
書
の
コ

ピ
ー

②
預
金
通
帳
の
コ
ピ
ー(

金
融
機

関
・
支
店
名
、
預
金
種
類
、
口
座

名
義
人(

カ
ナ)

、
口
座
番
号
が
分

か
る
部
分
）

給
付
時
期

■
臨
時
福
祉
給
付
金

▽
口
座
振
込
…
申
請
か
ら
１
カ
月

　
程
度
で
振
り
込
み
を
行
う
予
定

　
で
す

▽
現
金
給
付(

金
融
機
関
口
座
を

　
持
っ
て
い
な
い
人)

…
９
月
以

　
降
を
予
定
し
て
い
ま
す

■
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
口
座
へ
の
振
り
込
み
は
10
月
中

旬(

児
童
手
当
振
込
後)

を
予
定
し

て
い
ま
す

※
両
給
付
金
と
も
に
書
類
審
査
後
、

振
込
予
定
日
を
別
途
通
知
し
ま
す
。

担
当
窓
口

北
上
市
臨
時
福
祉
給
付
金
等
給
付

事
務
推
進
班

■
開
設
期
間
…
申
請
期
間
に
同
じ

■
場
所
…
ツ
イ
ン
モ
ー
ル
プ
ラ
ザ

西
館
１
階(

さ
く
ら
野
百
貨
店
北

上
店
と
な
り)

■
受
付
時
間
…
月
～
金
曜
日
　
午

前
10
時
～
午
後
６
時(

７
月
の
火

曜
日
の
み
午
後
７
時
ま
で)

■
電
話
０
１
２
０

－

０
１
０

－

０
６
４(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル)


